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真
実
の
学
び
か
ら
、

今
を
生
き
る「
人
間
」と
し
て
の

責
任
を
明
ら
か
に
し
、

と
も
に
そ
の
使
命
を
生
き
る
者
と
な
る
。

No.121

二
〇
二
八
年
は
慶
讃
年
間

二
〇
二
六
年
度
よ
り
（
二
〇
二
六
年
七
月

～
）、
い
よ
い
よ
名
古
屋
教
区
・
名
古
屋
別
院

宗
祖
親
鸞
聖
人
御
誕
生
八
百
五
十
年
・
立
教

開
宗
八
百
年
慶
讃
事
業
推
進
委
員
会
が
始
動

し
ま
す
。
今
回
の
慶
讃
事
業
は
、法
要
を
ゴ
ー

ル
と
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
後
に
も
課
題

が
引
き
継
が
れ
て
い
く
よ
う
、
二
〇
二
八
年

一
月
か
ら
十
二
月
の
一
年
間
を
慶
讃
年
間
と

し
て
、
様
々
な
形
で
慶
讃
事
業
の
願
い
を
表

現
し
て
い
く
計
画
で
進
め
ら
れ
ま
す
。

教
化
セ
ン
タ
ー
は〝
教
化
拠
点
〟に

教
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
は
、
慶
讃
事
業

を
推
進
す
る
委
員
会
の
中
で
も
特
に
教
化
部

会
と
し
て
関
わ
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
そ
れ
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
強
く
念
願

し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
教

化
セ
ン
タ
ー
が
〝
教
区
教
化
の
セ
ン
タ
ー
〟

と
し
て
、
教
化
関
連
情
報
が
集
ま
る
〝
教
化

拠
点
〟、
教
化
に
関
わ
る
人
た
ち
が
気
軽
に
立

ち
寄
れ
る
〝
教
化
サ
ロ
ン
〟、
多
く
の
人
た
ち

が
出
あ
う
〝
教
化
の
広
場
〟
と
な
っ
て
い
く

こ
と
で
す
。
ど
の
よ
う
な
表
現
が
し
っ
く
り

く
る
の
か
、
今
は
ま
だ
分
か
り
ま
せ
ん
が
、

と
に
か
く
名
古
屋
別
院
境
内
の
一
隅
で
仏
教

図
書
館
を
営
む
そ
の
場
所
に
、
情
熱
を
持
っ

た
人
が
、
も
し
く
は
課
題
を
抱
え
た
人
が
、

も
し
く
は
何
と
な
く
物
足
り
な
さ
を
感
じ
て

い
る
人
が
気
安
く
出
入
り
し
て
ほ
し
い
。
そ

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
感
覚
が
生
か
さ
れ
、
ア

イ
デ
ィ
ア
が
き
ち
ん
と
形
と
な
っ
て
い
く
、

信
頼
さ
れ
る
場
所
に
し
て
い
き
た
い
。
そ
の

よ
う
に
念
願
し
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
場
所
を
、
今
回
の
慶
讃
事
業

を
推
進
す
る
中
で
形
づ
く
り
、
継
続
し
て
い

け
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
は
、
名
古
屋
教
区
に
教

化
セ
ン
タ
ー
が
発
足
し
た
時
か
ら
の
願
い
の

一
つ
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、

こ
れ
ま
で
も
試
み
ら
れ
て
き
た
こ
と
と
い
え

ま
す
。
今
回
、
改
め
て
ど
の
よ
う
な
場
所
に

な
る
の
が
よ
い
の
か
、
広
く
意
見
を
聞
き
、

試
み
を
重
ね
、
挑
戦
し
て
い
き
ま
す
。

様
々
な
個
人
、
団
体
、 

教
化
委
員
会
の
拠
点
に
も

慶
讃
事
業
と
歩
み
を
合
わ
せ
、〝
教
区
教
化

の
セ
ン
タ
ー
〟
づ
く
り
の
試
み
も
い
よ
い
よ

始
ま
り
ま
す
。
現
状
の
計
画
で
は
、
別
院
、

教
化
関
係
の
団
体
、
組
・
寺
院
な
ど
で
教
化

事
業
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
方
々
に
、
そ

れ
ぞ
れ
が
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
事
業
を
慶

讃
事
業
と
し
て
企
画
し
て
い
た
だ
く
よ
う
呼

び
か
け
ま
す
。
同
時
に
、
慶
讃
事
業
推
進
委

員
会
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
き
、教
化
セ
ン
タ
ー

を
拠
点
に
、
と
も
に
企
画
を
検
討
す
る
こ
と

で
相
互
交
流
が
生
ま
れ
る
こ
と
も
目
指
し
ま

す
。
教
区
教
化
委
員
会
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
の
事
業
を
慶
讃
事
業
と
し
て
継
承
し
、

〝
教
区
教
化
の
セ
ン
タ
ー
〟
構
築
の
中
で
新
し

い
形
を
模
索
し
ま
す
。

〝
教
区
教
化
の
セ
ン
タ
ー
〟
と
し
て
の
教
化

セ
ン
タ
ー
、
次
世
代
の
教
化
委
員
会
の
構
築

に
つ
い
て
、
慶
讃
事
業
の
進
捗
状
況
と
と
も

に
、
様
々
な
形
で
報
告
し
ま
す
。
ご
意
見
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

慶
讃
法
要
で
、〝
教
区
教
化
の
セ
ン
タ
ー
〟が
生
ま
れ
る
。
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一
、
追
加
展
示

第
37
回
平
和
展
は
、
六
年
間
に
わ
た
り
続
け

た
「
真
宗
大
谷
派
の
海
外
侵
出
」
の
最
終
回
と

し
、「
華
中
開
教
」
を
展
示
し
た
。
そ
の
準
備
と

し
て
は
、
従
来
通
り
原
則
月
二
回
の
学
習
会
を

へ
て
積
み
上
げ
た
事
実
を
も
と
に
構
成
を
し
て

い
る
。

し
か
し
二
月
二
十
八
日
、
突
如
ア
メ
リ
カ
・

イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
イ
ラ
ン
攻
撃
が
は
じ
ま
っ

た
。
こ
の
時
点
で
は
平
和
展
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

第
二
回
校
正
を
終
え
て
お
り
、
こ
の
攻
撃
を
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
。
そ
こ
で
展
示
構
成
を
多
少
変
更
し
追

加
展
示
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

追
加
展
示
は
、
攻
撃
開
始
を
報
道
し
た
新
聞

記
事
。
そ
し
て
各
宗
教
団
体
に
よ
る
攻
撃
中
止
・

反
対
の
声
明
・
コ
メ
ン
ト
の
紹
介
で
あ
る
。
そ

れ
も
「
第
三
部　

現
代
」
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
な

く
、
展
示
の
最
初
に
位
置
さ
せ
た
。
そ
の
う
ち

全
日
本
仏
教
会
の
発
言
は
全
文
を
展
示
し
、
発

言
の
あ
っ
た
宗
教
団
体
名
を
す
べ
て
掲
載
し
た
。

そ
し
て
会
期
中
も
新
た
な
団
体
か
ら
コ
メ
ン
ト

等
が
出
さ
れ
る
と
、
随
時
追
加
展
示
し
た
。
き

ち
ん
と
し
た
学
習
結
果
と
し
て
の
展
示
で
は
な

い
が
、ス
タ
ッ
フ
の
願
い
は
来
場
者
に
く
み
取
っ

て
い
た
だ
け
た
と
考
え
て
い
る
。
残
念
な
の
は
、

イ
ラ
ン
攻
撃
に
関
す
る
真
宗
大
谷
派
の
発
言
が

な
く
、
紹
介
で
き
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

二
、
特
別
展　

南
京
事
件
へ
の
道

日
中
戦
争
に
お
け
る
中
国
華
中
で
の
最
大
の

事
件
は
、
一
九
三
七
（
昭
和
十
二
）
年
の
「
南

京
事
件
」
で
あ
る
。
そ
こ
で
上
海
占
領
か
ら
南

京
占
領
ま
で
を
特
集
し
、
南
京
事
件
の
存
在
を

実
証
し
た
。

「
南
京
事
件
」
と
は
、
虐
殺
・
性
暴
力
・
放

火
・
略
奪
の
総
称
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
虐
殺
と

性
暴
力
に
注
目
し
た
。「
南
京
事
件
」
に
つ
い
て

は
、
否
定
論
も
多
い
。
そ
こ
で
日
本
の
公
文
書

の
記
述
を
中
心
に
提
示
し
た
。
事
件
の
事
実
だ

け
で
な
く
、
確
実
な
史
料
が
存
在
す
る
こ
と
も

紹
介
し
た
の
で
あ
る
。

虐
殺
に
つ
い
て
は
、
第
一
一
四
師
団
歩
兵
第

六
十
六
聯
隊
第
一
大
隊
の
『
戦
闘
詳
報
』
を
用

い
た
。『
戦
闘
詳
報
』
と
は
、
公
機
関
で
あ
る
日

本
軍
の
業
務
日
誌
。
つ
ま
り
公
文
書
と
な
る
。

こ
こ
に
は
捕
虜
千
五
百
名
の
殺
害
が
記
録
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
命
令
と
し
て
は
「
刺
殺
」
で

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
部
の
部
隊
は
「
焼

殺
」
を
企
て
失
敗
し
た
記
述
も
あ
る
。
上
層
部

の
命
令
に
背
き
、
勝
手
な
殺
害
を
実
行
し
よ
う

と
し
た
の
で
あ
る
。

加
え
て
浄
土
宗
従
軍
僧
侶
の
発
言
も
紹
介
し

た
。
日
本
軍
に
よ
る
南
京
占
領
は
一
九
三
七（
昭

和
十
二
）
年
十
二
月
十
三
日
。
こ
の
発
言
は
一

九
三
八
（
昭
和
十
三
）
年
一
月
八
日
に
発
行
さ

れ
た
日
刊
宗
教
新
聞
『
文
化
時
報
』
に
掲
載
さ

れ
た
。
つ
ま
り
回
想
録
と
い
う
類
の
も
の
で
は

な
く
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
の
発
言
で
あ
り
、
よ

り
信
憑
性
が
高
い
と
判
断
し
て
の
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
性
暴
力
に
つ
い
て
は
、「
第
十
軍
」（
南

京
攻
略
戦
は
第
十
軍
と
上
海
派
遣
軍
に
よ
り
実

行
さ
れ
た
）
の
報
告
書
を
紹
介
し
た
。
こ
れ
に

は
陸
軍
大
臣
の
閲
覧
印
も
押
さ
れ
て
お
り
、「
婦

女
暴
行
ノ
ミ
ニ
テ
モ
百
余
件
ニ
上
ル
忌
ム
ヘ
キ

事
態
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

三
、
第
一
部　

進
出
か
ら
侵
出
へ

真
宗
大
谷
派
の
海
外
開
教
は
、一
八
七
六（
明

治
九
）
年
八
月
二
十
日
、
上
海
別
院
開
院
を
始

ま
り
と
し
て
い
る
。
こ
の
開
教
事
業
は
侵
略
を

意
図
し
た
も
の
と
は
い
え
な
い
。
開
院
直
後
の

別
院
事
業
は
、
①
法
要
な
ど
の
宗
教
活
動
、
②

本
山
派
遣
の
留
学
僧
に
よ
る
中
国
語
学
習
、
③

上
海
の
在
留
邦
人
に
対
す
る
社
会
事
業
の
三
点

に
分
類
さ
れ
る
。
こ
の
う
ち
③
に
つ
い
て
は
、
小

学
校
・
女
学
校
の
経
営
、
医
院
の
開
設
、
日
本

人
墓
地
の
経
営
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
上
海
開

教
に
つ
い
て
は
日
本
政
府
の
協
力
も
あ
っ
た
が
、

政
府
と
し
て
も
在
留
邦
人
に
対
す
る
活
動
を
期

待
し
て
の
こ
と
と
推
察
さ
れ
る
。
大
谷
派
の
中

国
人
に
対
す
る
布
教
（
教
育
活
動
）
は
こ
の
後

二
十
年
後
に
本
格
化
し
て
い
く
（
の
ち
中
止
）。

一
九
三
二（
昭
和
七
）年
一
月
二
十
八
日
、
上

海
で
日
中
両
軍
の
戦
闘
が
は
じ
ま
る
（
第
一
次

上
海
事
変
）。
上
海
別
院
は
、
在
留
邦
人
の
避
難

所
と
な
り
、
そ
の
職
員
は
従
軍
僧
侶
と
し
て
活

動
し
た
。
そ
し
て
一
九
三
七
（
昭
和
十
二
）
年

八
月
九
日
か
ら
の
第
二
次
上
海
事
変
で
は
、
別

院
は
日
本
海
軍
の
「
英
霊
奉
安
所
」（
戦
死
者
遺

骨
安
置
）
と
な
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
後
の
南

京
攻
略
戦
に
か
け
て
、
多
数
の
従
軍
僧
侶
も
派

遣
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
南
京
占
領
後
の
一
九
三
八
（
昭
和
十

三
）
年
一
月
十
三
日
、
大
谷
派
「
法
主
」
は
日

本
軍
慰
問
の
た
め
上
海
に
向
け
出
発
。
上
海
・

蘇
州
・
南
京
の
日
本
軍
を
慰
問
し
、
南
京
で
は

宣
撫
工
作
の
た
め
に
日
本
軍
が
作
っ
た
「
支
那

戦
死
者
供
養
塔
」
の
除
幕
式
に
も
参
加
し
て
い

る
。
同
年
二
月
一
日
、「
裏
方
」（「
法
主
」
夫
人
）

も
上
海
に
到
着
し
た
。「
法
主
」
と
別
行
動
で
の

軍
隊
慰
問
で
あ
る
。
南
京
で
は
「
上
海
派
遣
軍
」

司
令
官
朝
香
宮
鳩
彦
と
も
面
会
を
し
て
い
る
。

「
裏
方
」
は
当
時
の
皇
后
の
妹
。「
法
主
」
と
同

大
谷
派
の
近
現
代
史

第
37
回
平
和
展「
真
宗
大
谷
派
の
海
外
侵
出
―
華
中
開
教
―
」

大
東　

仁
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日本軍の南京入城式
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行
で
な
く
と
も
特
別
な
扱
い
を
受
け
て
い
た
。

そ
の
後
、
南
京
で
戦
火
が
終
息
す
る
と
、
大

谷
派
を
は
じ
め
各
宗
教
・
各
宗
派
が
侵
出
し
宣

撫
工
作
に
従
事
し
た
。
華
中
で
は
日
本
宗
教
を

統
括
す
る
「
中
支
宗
教
大
同
連
盟
」
が
日
本
軍

の
主
導
に
よ
り
結
成
さ
れ
て
い
る
。

四
、
第
二
部　

服
従
と
抵
抗

か
つ
て
の
中
国
の
首
都
で
あ
っ
た
南
京
の
占

領
後
、
一
九
三
九
（
昭
和
十
四
）
年
十
二
月
八

日
、
御
前
会
議
で
「
中
国
中
央
政
権
樹
立
工
作
」

申
し
合
わ
せ
が
成
立
し
た
。
交
戦
中
の
中
国
国

民
党
政
権
・
共
産
党
政
権
の
他
に
、
日
本
の
意

の
ま
ま
に
動
く
傀
儡
中
国
政
権
の
樹
立
を
画
策

し
た
の
で
あ
る
。
翌
年
三
月
三
十
日
、
汪
兆
銘

を
代
表
と
す
る
傀
儡
政
権
が
南
京
に
成
立
し
た
。

こ
の
政
権
は
、
華
中
・
華
北
の
日
本
軍
占
領
地

に
存
在
す
る
抗
日
中
国
人
を
日
本
軍
と
共
同
し

武
力
攻
撃
す
る
な
ど
し
た
。

こ
の
よ
う
な
日
本
政
府
に
よ
る
傀
儡
樹
立
工

作
は
、
日
本
仏
教
に
よ
る
占
領
地
中
国
仏
教
の

傀
儡
化
を
推
し
進
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
大
谷

派
は
布
教
所
の
開
設
に
加
え
、
金
陵
女
子
技
芸

学
校
を
開
設
し
そ
の
任
を
推
進
し
た
。
ま
た
浄

土
真
宗
本
願
寺
派
は
「
南
京
仏
学
院
」
を
創
立

し
、
傀
儡
中
国
僧
侶
を
養
成
し
た
。
こ
こ
に
在

職
し
た
本
願
寺
派
僧
侶
は
、
日
本
軍
特
殊
部
隊

（
一
六
四
四
部
隊
。
細
菌
戦
担
当
）と
の
交
流
も

あ
り
、
日
本
軍
と
日
本
仏
教
の
関
係
が
強
か
っ

た
こ
と
も
証
明
さ
れ
る
。

傀
儡
中
国
政
権
と
傀
儡
養
成
学
校
の
存
在
は
、

「
日
中
友
好
」
を
演
出
し
た
も
の
と
な
っ
た
。
ま

た
南
京
と
名
古
屋
で
の
仏
像
交
換
の
事
実
も
、

「
日
中
友
好
」
を
演
出
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ

た
。し

か
し
、
占
領
下
の
華
中
の
中
国
仏
教
に
も

日
本
に
対
す
る
抵
抗
の
姿
勢
を
持
つ
僧
侶
は
存

在
し
た
。
日
本
軍
に
よ
る
寺
院
破
壊
へ
の
抗
議

を
表
明
す
る
僧
侶
、
南
京
と
名
古
屋
の
仏
像
交

換
へ
の
非
協
力
な
ど
で
あ
る
。
ま
た
氏
名
不
詳

の
中
国
人
僧
侶
は
「
日
の
丸
と
銃
剣
の
威
光
を

背
景
に
、
こ
の
大
陸
に
流
れ
込
ん
で
き
て
、
我

欲
一
点
張
り
に
わ
れ
わ
れ
を
さ
い
な
も
う
と
し

て
い
る
日
本
人
を
ま
ず
ご
教
化
下
さ
い
。
近
衛

さ
ん
や
東
条
さ
ん
の
よ
う
な
日
本
の
指
導
者
に

お
念
仏
を
勧
め
て
下
さ
い
。
日
本
の
指
導
者
が

敬
虔
な
仏
教
徒
と
な
っ
て
下
さ
れ
ば
、
こ
の
不

幸
な
今
日
の
事
態
も
即
刻
解
決
す
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
」
と
発
言
し
て
い
る
。
占
領
地

で
の
「
日
中
友
好
」
演
出
は
、
成
功
に
は
至
ら

な
か
っ
た
と
い
え
る
。

そ
し
て
中
国
仏
教
の
指
導
者
た
ち
も
同
様
に

日
本
の
傀
儡
化
を
拒
絶
し
て
い
た
。
円
瑛
は「
貴

国
は
仏
教
を
信
奉
す
る
国
で
あ
り
、
国
際
的
に

も
慈
悲
平
等
主
義
を
施
行
し
、
東
ア
ジ
ア
に
平

和
を
も
た
ら
し
、
世
界
平
和
を
さ
ら
に
進
め
る

よ
う
尽
力
す
べ
き
」
と
侵
略
加
担
の
日
本
仏
教

へ
の
抗
議
で
は
な
く
、
仏
教
徒
と
し
て
の
平
和

活
動
を
要
請
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
太
虚

も
「
慈
心
慧
眼
を
開
い
て
、
自
ら
を
救
い
人
を

救
う
べ
き
時
で
あ
る
」
と
同
様
の
呼
び
か
け
を

繰
り
返
し
て
い
た
。

そ
ん
な
中
、
大
谷
派
上
海
別
院
輪
番
を
勤
め

て
い
た
藤
井
静
宣
は
、
一
九
四
三
（
昭
和
十
八
）

年
一
月
九
日
に
突
然
辞
職
し
た
。
こ
の
日
は
傀

儡
中
国
政
権
が
米
英
に
宣
戦
布
告
し
た
日
で
あ

る
。
こ
の
前
年
、
日
本
は
傀
儡
中
国
政
権
を
対

米
英
戦
に
参
戦
さ
せ
る
こ
と
を
決
定
し
て
い
た
。

戦
前
、
藤
井
は
私
費
で
中
国
留
学
を
し
、
中
国

仏
教
史
の
研
究
を
志
し
て
い
た
僧
侶
。
い
く
ら

傀
儡
中
国
政
権
と
は
い
え
、
日
本
の
都
合
で
参

戦
さ
せ
る
こ
と
に
疑
問
を
持
っ
て
の
行
動
と
推

察
で
き
る
。

五
、
現
代

こ
こ
で
は
政
府
に
よ
る
軍
拡
政
策
。
ウ
ク
ラ

イ
ナ
、
ガ
ザ
、
原
発
問
題
を
と
り
あ
げ
た
。
特

に
「
非
核
三
原
則
見
直
し
」
と
「
安
保
三
文
書

改
定
」
に
注
目
し
た
。

ま
た
大
谷
派
の
動
き
と
し
て
、
真
宗
大
谷
派

宗
務
所
発
行
の
『
宗
門
近
現
代
史
に
学
ぶ
』（
Ｈ

Ｐ
で
公
開
）、
東
本
願
寺
出
版
発
行
の
『
教
団
の

あ
ゆ
み
』
と
「
平
和
展
」
の
事
実
認
識
の
違
い

に
触
れ
た
。『
宗
門
近
現
代
史
に
学
ぶ
』
は
Ｈ
Ｐ

か
ら
削
除
さ
れ
、『
教
団
の
あ
ゆ
み
』
に
は
正
誤

表
が
追
加
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。「
平
和
展
」

の
調
査
活
動
へ
の
評
価
と
受
け
止
め
て
い
る
。

な
お
、
参
観
者
数
に
つ
い
て
は
昨
年
よ
り
微

増
し
て
い
る
。「
展
示
解
説
」
の
聴
講
者
は
、
二

倍
以
上
の
伸
び
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
案
内
ア

ン
ケ
ー
ト
に
は
、「
別
院
内
の
案
内
で
知
っ
た
」

と
い
う
回
答
が
目
立
ち
、
情
宣
不
足
を
痛
感
し

て
い
る
。
今
後
の
課
題
と
し
て
い
く
つ
も
り
で

あ
る
。

『
宗
門
近
現
代
史
に
学
ぶ
』　
『
宗
門
近
現
代

史
に
学
ぶ
』
製
作
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　

真
宗
大
谷

派
宗
務
所　

二
〇
二
五
（
令
和
七
）
年
六
月
三

十
日『

教
団
の
あ
ゆ
み
』　

真
宗
大
谷
派
教
師
養
成

の
た
め
の
教
科
書
編
纂
委
員
会
編　

東
本
願
寺

出
版　

二
〇
二
五（
令
和
七
）
年
六
月
二
十
八
日展示解説の様子

「裏方」（「法主」夫人）の慰問行
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第
十
五
期
研
究
生
の
一
年
目
は
、『
聖
典
』
や

教
化
セ
ン
タ
ー
研
究
課
題
な
ど
の
学
習
に
加
え
、

報
恩
講
に
つ
い
て
も
学
び
を
深
め
た
。
ま
ず
は

楳
山
正
樹
氏
（
第
九
組 

教
西
寺
住
職
）
よ
り
、

「
報
恩
講
と
は
何
か
」
と
い
う
お
話
を
う
か
が
い
、

お
勤
め
の
稽
古
を
行
っ
た
。
そ
し
て
、
名
古
屋

別
院
報
恩
講
に
そ
れ
ぞ
れ
の
形
で
参
拝
・
参
加

し
た
。
実
際
に
参
拝
・
参
加
す
る
こ
と
で
感
じ

た
こ
と
や
、「
こ
ん
な
報
恩
講
だ
っ
た
ら
い
い
な

と
思
う
こ
と
」
に
つ
い
て
各
自
レ
ポ
ー
ト
を
執

筆
し
、
一
月
に
執
り
行
っ
た
教
化
セ
ン
タ
ー
報

恩
講
に
お
い
て
発
表
を
し
た
。
今
回
は
そ
の
中

か
ら
六
名
の
声
を
紹
介
す
る
。

「
報
恩
講
さ
ん
終
わ
っ
て
ま
っ
た
な
あ
」

私
は
友
人
を
誘
っ
て
報
恩
講
に
参
詣
し
ま
し

た
。
本
堂
に
は
、
お
焼
香
台
の
前
で
阿
弥
陀
さ

ん
に
話
し
か
け
る
よ
う
に
何
分
も
目
を
瞑
っ
て

い
る
人
、
節
符
を
間
違
え
な
が
ら
も
、「
正
信

偈
」
真
四
句
目
下
を
一
緒
に
お
勤
め
す
る
人
、

「
正
信
偈
」
を
全
身
で
浴
び
る
よ
う
に
体
を
揺
ら

し
て
聞
い
て
い
る
人
な
ど
、
様
々
な
ご
門
徒
さ

ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
私
は
到
底
こ
の

よ
う
な
ご
門
徒
さ
ん
方
に
は
及
ば
な
い
レ
ベ
ル

だ
と
感
じ
ま
し
た
。

楳
山
先
生
の
お
話
の
中
で
、
あ
る
ご
門
徒
さ

ん
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
ご
門
徒
さ
ん

は
、
報
恩
講
が
終
わ
り
、
皆
で
お
茶
を
飲
ん
で

い
る
時
に「
は
あ
、
報
恩
講
さ
ん
終
わ
っ
て
ま
っ

た
な
あ
、
ま
た
一
年
待
た
な
あ
か
ん
な
あ
」
と

お
話
し
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

私
は
仏
事
に
関
わ
る
時
、「
ち
ゃ
ん
と
や
ら
な

け
れ
ば
い
け
な
い
」
と
思
い
な
が
ら
行
っ
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
私
が
報
恩
講
中
に
見

た
ご
門
徒
さ
ん
や
、
楳
山
先
生
の
お
話
に
あ
っ

た
ご
門
徒
さ
ん
の
よ
う
に
な
れ
る
よ
う
、
日
頃

か
ら
ご
門
徒
さ
ん
か
ら
学
ぶ
姿
勢
を
忘
れ
な
い

よ
う
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

�

稲い
な

垣が
き　

大だ
い

智ち

（
第
二
〇
組 

慈
法
寺
）

プ
ロ
意
識
を
持
っ
て
い
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
は
な
い
か

私
は
今
回
十
二
月
十
六
日
の
中
日
中
に
声
明

研
修
会
の
一
員
と
し
て
初
め
て
外
陣
に
出
仕
し

た
。
外
陣
か
ら
の
視
点
は
大
間
か
ら
見
る
よ
り

も
、
よ
り
鮮
明
に
内
陣
の
様
相
が
見
て
取
れ
た
。

出
仕
時
の
礼
ひ
と
つ
と
っ
て
も
角
度
や
動
き
の

重
さ
が
バ
ラ
バ
ラ
で
、
言
葉
を
選
ば
ず
に
言
え

ば
美
し
く
な
か
っ
た
。
内
陣
は
浄
土
を
か
た

ど
っ
て
荘
厳
さ
れ
た
も
の
だ
と
教
わ
っ
て
き
た
。

内
陣
に
入
る
人
の
所
作
や
掃
除
な
ど
、
そ
の
場

所
に
関
わ
る
あ
ら
ゆ
る
立
ち
振
る
舞
い
が
、
本

来
形
の
な
い
浄
土
と
い
う
も
の
を
形
づ
く
っ
て

い
く
、
そ
れ
が
荘
厳
と
い
う
こ
と
だ
と
思
う
。

も
ち
ろ
ん
毎
度
の
法
要
を
完
璧
な
も
の
に
す

る
こ
と
は
難
し
い
。
様
々
な
人
が
関
わ
る
以
上
、

予
期
せ
ぬ
こ
と
が
起
こ
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。

し
か
し
だ
か
ら
こ
そ
、
あ
る
種
の
プ
ロ
意
識
の

よ
う
な
も
の
を
持
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

役
割
を
こ
な
す
こ
と
だ
け
に
収
ま
ら
な
い
、魅

せ
る
と
い
う
意
識
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
。
荘

厳
の
心
を
身
に
付
け
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
再
認
識
す
る
場
と
な
っ
た
。

�

加か

賀が　

寺て
ら

顕あ
き

（
第
七
組 

徳
善
寺
）

僧
侶
が
主
役
で
は
な
い
。
門
徒
の
一

人
と
し
て
と
も
に
参
る
。

別
院
や
本
山
で
し
か
勤
ま
る
こ
と
が
な
い
句

切
で
の
お
勤
め
に
新
鮮
さ
を
感
じ
つ
つ
、
聞
き

馴
染
み
の
あ
る
真
四
句
目
下
と
の
違
い
や
音
の

高
さ
な
ど
に
注
目
し
て
お
参
り
し
て
い
た
。
そ

ん
な
中
で
、
ふ
と
音
の
ず
れ
の
よ
う
な
も
の
を

感
じ
た
。
よ
く
聞
い
て
み
る
と
、
句
切
で
は
な

く
草
四
句
目
下
の
よ
う
な
声
明
が
聞
こ
え
て
き

た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
外
陣
か
ら
聞
こ
え
た
も

の
で
は
な
か
っ
た
。
私
の
近
く
に
座
っ
て
い
た

女
性
が
、
赤
本
を
手
に
「
正
信
偈
」
を
口
ず
さ

ん
で
い
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
声
を
耳
に
し
て
、

そ
れ
ま
で
内
陣
に
向
か
っ
て
い
た
私
の
意
識
が
、

よ
り
近
く
に
座
っ
て
い
る
参
詣
席
の
人
び
と
に

向
か
っ
た
。

兄
妹
、
も
し
く
は
カ
ッ
プ
ル
と
思
わ
れ
る
若

い
男
女
、
誘
い
合
わ
せ
て
訪
れ
た
で
あ
ろ
う
年

配
の
女
性
方
、
法
要
の
始
終
を
記
録
に
収
め
よ

う
と
熱
心
に
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
を
構
え
る
男
性
、法

④

第
十
五
期
研
究
生
活
動
報
告

「
報
恩
講
」

研修報告

報恩講に向けてお勤めの稽古

教化センター報恩講でのレポート発表
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要
を
度
外
視
し
て
会
話
を
す
る
人
な
ど
、
そ
こ

に
座
る
人
々
の
姿
は
本
当
に
様
々
で
あ
っ
た
。

そ
の
時
ふ
と
、「
僧
侶
が
主
役
」
と
い
う
感
覚
で

報
恩
講
に
お
参
り
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と

感
じ
た
。
僧
侶
で
あ
る
私
も
門
徒
の
一
人
で
あ

る
が
、「
と
も
に
」
と
い
う
感
覚
が
欠
如
し
て
い

る
よ
う
に
感
じ
た
。

あ
る
女
性
の
「
正
信
偈
」
が
御
同
朋
御
同
行

と
い
う
こ
と
を
忘
れ
て
報
恩
講
に
お
参
り
し
て

い
る
私
を
照
ら
し
出
す
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の

で
あ
る
。「
道
俗
時
衆
、
共
に
同
心
に
」
と
い
う

と
こ
ろ
に
立
ち
返
る
報
恩
講
と
な
っ
た
。

�

英は
な
ぶ
さ

　

貴た
か

志し

（
第
二
組 

東
光
寺
）

別
院
職
員
と
し
て「
団
体
参
拝
ツ
ア
ー
」

を
運
営
し
感
じ
た
こ
と

報
恩
講
は
名
古
屋
別
院
に
と
っ
て
一
年
の
中

で
最
も
大
き
な
行
事
で
あ
る
。
別
院
職
員
と
し

て
今
年
の
報
恩
講
に
初
め
て
携
わ
っ
た
。
そ
の

中
で
、
私
が
感
じ
た
こ
と
を
僭
越
な
が
ら
記
し

て
い
き
た
い
。

報
恩
講
で
は
、
お
勤
め
が
平
常
の
も
の
と
は

異
な
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
報
恩
講
な
ら
で
は

の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
数
多
く
実
施
さ
れ
る
。
こ

う
い
っ
た
こ
と
か
ら
報
恩
講
は
、
普
段
お
寺
に

お
参
り
す
る
方
、
そ
う
で
な
い
方
も
様
々
な
形

で
仏
法
に
触
れ
る
機
会
が
与
え
ら
れ
る
行
事
で

あ
る
と
感
じ
た
。

実
際
に
私
が
そ
の
こ
と
を
感
じ
た
イ
ベ
ン
ト

が
、「
団
体
参
拝
ツ
ア
ー
」
で
あ
る
。「
団
体
参

拝
ツ
ア
ー
」
は
普
段
、
ご
門
徒
様
が
入
る
こ
と

が
で
き
な
い
本
堂
の
外
陣
や
余
間
に
お
入
り
い

た
だ
き
、
職
員
に
よ
る
本
堂
の
荘
厳
や
軸
（
特

に
『
御
絵
伝
』）
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
な
が

ら
、
堂
内
で
日
中
法
要
に
お
参
り
い
た
だ
く
と

い
う
も
の
で
あ
る
。
私
は
補
佐
と
い
う
立
場
で

こ
の
行
事
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

「
団
体
参
拝
ツ
ア
ー
」
に
は
、
普
段
か
ら
お
参

り
に
来
ら
れ
る
方
と
そ
う
で
な
い
方
な
ど
様
々

な
方
々
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
。
様
々
な
皆

さ
ん
が
同
じ
よ
う
に
興
味
を
持
っ
て
く
だ
さ
り
、

仏
法
を
通
じ
て
人
々
が
繋
が
っ
て
い
く
よ
う
な

感
覚
を
感
じ
ら
れ
た
。

�

山や
ま
の
う
ち
内　

崇し
ゅ
う（
第
三
組 

淨
休
寺
）

�

名
古
屋
別
院
職
員

親
鸞
聖
人
の
生
涯
を
描
い
た
絵
を 

解
説
す
る
絵
解
き
法
話
増
や
し
て

報
恩
講
期
間
中
、
土
曜
・
日
曜
に
参
拝
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
土
曜
日
は
、『
絵
伝
』。
い
つ

も
興
味
深
く
見
入
り
、聴
き
入
っ
て
い
ま
す
。
で

き
れ
ば
、
報
恩
講
の
期
間
中
に
、
複
数
回
開
催

し
て
欲
し
い
で
す
。
開
催
日
に
三
回
程
度
、
そ

れ
を
開
催
期
間
中
に
三
日
程
度
開
い
て
頂
け
た

ら
嬉
し
い
で
す
。

今
回
の
報
恩
講
で
は
、
久
し
振
り
に
お
斎
を

頂
き
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
に
報
恩
講
で
頂
い
た

ご
縁
を
思
い
出
し
て
い
ま
し
た
。
隣
り
合
わ
せ

に
な
っ
た
門
徒
様
か
ら
お
声
掛
け
頂
き
、
午
後

の
聞
法
・
行
事
を
一
緒
に
拝
聴
さ
せ
て
頂
き
、詳

し
く
説
明
頂
い
た
事
や
、
翌
日
以
降
の
御
斎
券

を
頂
い
た
（
ご
馳
走
し
て
頂
い
た
）
事
等
を
懐

か
し
く
振
り
返
っ
て
い
ま
し
た
。

私
に
と
っ
て
、
参
拝
・
聞
法
等
に
よ
っ
て
自

己
を
省
み
る
、
仏
恩
へ
の
感
謝
に
つ
な
が
る
こ

と
が
幸
せ
で
あ
る
と
念
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の

報
恩
講
で
は
、
御
斎
の
折
に
、
念
わ
さ
せ
て
頂

い
た
事
柄
が
、
最
も
あ
り
が
た
く
幸
せ
を
感
じ

さ
せ
て
頂
い
た
事
柄
で
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

�

舟ふ
な

木き　

誠ま
こ
と（

第
三
〇
組 

一
心
寺
門
徒
）

自
分
の
た
め
の
報
恩
講
を
思
い
出
さ

せ
て
も
ら
っ
た

今
ま
で
「
報
恩
講
」
の
意
義
を
尋
ね
ら
れ
た

ら
、
私
は
教
科
書
ど
お
り
「
報
恩
謝
徳
の
た
め
」

と
答
え
て
い
た
。
だ
が
、
自
分
の
言
葉
に
な
っ

て
お
ら
ず
し
っ
く
り
こ
な
か
っ
た
。

そ
れ
が
名
古
屋
別
院
報
恩
講
を
機
に
少
し
変

わ
っ
た
。
報
恩
講
と
は
、
自
分
が
人
と
の
関
わ

り
の
中
で
生
き
て
い
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
、一

年
の
区
切
り
と
し
て
感
じ
る
機
会
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
私
に
は
誰
か
の
た
め
に
報
恩
講
を
つ
と

め
る
と
い
う
意
識
は
あ
ま
り
な
く
、
自
分
の
た

め
に
や
っ
て
い
る
と
い
う
意
識
が
強
い
。
そ
う

し
て
様
々
な
人
が
、「
自
分
の
た
め
に
」
と
関

わ
っ
た
結
果
、「
報
恩
講
」
が
一
つ
の
場
と
な
っ

て
成
立
し
て
い
る
。
損
得
勘
定
で
は
な
く
、嫌
々

の
人
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
自
分
の
意
志

で
関
わ
っ
て
い
る
と
思
う
。

思
い
出
し
た
よ
う
に
と
き
ど
き
悩
ん
で
し
ま

う
、「
私
は
な
ん
の
た
め
に
生
き
て
い
る
の
か
」

と
い
う
疑
問
に
対
し
、
見
失
い
が
ち
な
視
点
を

示
し
、
思
い
出
さ
せ
て
く
れ
る
の
が
報
恩
講
な

の
か
も
し
れ
な
い
。

�

田た

中な
か　

田た
の
む実
（
第
二
組 

田
中
寺
）

�

※
こ
れ
ま
で
の
学
習
会
の
日
程
は
八
面
参
照

「私にとっての真宗本廟」をテーマに研究生奉仕団

同朋会館で一泊二日、寝食をともにして語り合った
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最
初
に
私
事
で
恐
縮
で
あ
る
が
、
三
月
末
に

父
で
あ
る
自
坊
前
住
職
が
命
終
し
、
寺
葬
を
執

り
行
わ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
現
在
、
真
宗
の
葬
儀

で
は
出
棺
勤
行
の
後
、
肩
入
れ
式
（
門
徒
葬
で

は
略
す
る
こ
と
が
多
い
）、
そ
し
て
告
別
式
を
兼

ね
た
葬
場
勤
行
を
つ
と
め
、
火
葬
場
へ
出
棺
し

荼
毘
に
付
し
て
収
骨
。
さ
ら
に
帰
院
後
、
還
骨

勤
行
と
い
う
の
が
一
般
的
で
あ
ろ
う
。
実
際
、
自

坊
に
お
い
て
も
、
や
や
変
則
的
に
せ
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
が
、
概
ね
こ
の
流
れ
で
進
め
て
い
っ
た
。

し
か
し
、
先
学
の
調
査
・
研
究
の
成
果
に
触

れ
る
と
、
こ
の
よ
う
な
葬
儀
式
の
形
態
は
比
較

的
新
し
い
も
の
で
あ
り
、
真
宗
門
徒
が
つ
と
め

て
き
た
伝
統
的
な
葬
送
儀
礼
の
変
形
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
。
逆
に
言
え
ば
、
現
在
の
形
態
だ

け
を
見
て
真
宗
の
葬
送
儀
礼
を
語
る
こ
と
は
、

真
宗
門
徒
が
培
っ
て
き
た
葬
送
儀
礼
の
、
本
来

的
な
意
義
を
見
失
わ
せ
る
こ
と
に
な
る
と
危
惧

す
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
真
宗
葬

送
儀
礼
の
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
手
始
め
と
し

て
、
特
に
か
つ
て
は
中
心
的
な
儀
礼
と
し
て
行

わ
れ
て
い
た
、
サ
ン
マ
イ
へ
の
葬
列
に
つ
い
て

確
認
し
て
み
た
い
と
思
う
。

※�

た
だ
し
、こ
の
課
題
に
つ
い
て
は
当
セ
ン
タ
ー

に
て
、「
真
宗
の
葬
儀
」
研
究
学
習
班
（
筆
者

チ
ー
フ
）
の
共
同
研
究
と
し
て
し
ば
ら
く
取

り
組
み
、
改
め
て
全
体
の
成
果
を
発
表
す
る

予
定
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
ま
だ
覚
書
程
度
の

も
の
で
あ
る
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。

＊
＊
＊

さ
て
、日
本
に
お
い
て
は
第
二
次
大
戦
後
、各

地
で
公
営
の
火
葬
場
の
設
置
が
進
め
ら
れ
、
火

葬
が
推
進
さ
れ
て
い
っ
た
結
果
、
一
九
八
〇
年

に
は
土
葬
に
対
し
火
葬
の
占
め
る
割
合
が
九

一
％
と
な
り
、
二
〇
〇
五
年
に
は
九
九
・
八
％

に
な
っ
た
と
い
う
①
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
と
も

す
る
と
、
専
用
に
建
設
さ
れ
た
公
営
火
葬
場
で

の
火
葬
が
当
た
り
前
で
あ
っ
た
か
の
よ
う
に
錯

覚
す
る
き
ら
い
が
あ
る
が
、
そ
も
そ
も
は
、
大

正
一
四
（
一
九
二
五
）
年
の
段
階
で
火
葬
率
は

四
三
・
二
％
で
あ
り
、
公
衆
衛
生
、
都
市
計
画

等
で
市
街
地
で
の
埋
葬
が
禁
止
さ
れ
る
な
ど
し

て
火
葬
が
次
第
に
浸
透
し
、
五
割
を
超
え
る
の

は
一
九
四
〇
年
代
で
あ
っ
た
と
い
う
②
。
名
古

屋
市
で
は
大
正
四
（
一
九
一
五
）
年
六
月
一
日
、

い
ち
早
く
市
営
の
八
事
火
葬
場
が
稼
働
を
開
始

し
て
い
る
が
③
、
近
隣
自
治
体
で
は
ま
だ
近
代

的
な
火
葬
場
設
備
は
普
及
し
て
お
ら
ず
、
そ
れ

以
外
で
の
葬
制
が
一
般
的
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

た
だ
、
真
宗
門
徒
は
中
世
後
半
か
ら
火
葬
を

継
続
し
て
き
た
傾
向
が
強
い
と
指
摘
さ
れ
る
よ

う
に
④
、
真
宗
が
広
ま
っ
た
尾
張
地
域
で
も
基

本
的
に
は
火
葬
で
あ
り
、
集
落
で
維
持
さ
れ
た

火
葬
場
に
よ
っ
て
執
行
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
窺

わ
れ
る
。
実
は
昨
年
十
一
月
、
当
セ
ン
タ
ー
「
真

宗
の
葬
儀
」
研
究
学
習
班
で
は
現
地
調
査
と
し

て
、
真
宗
信
仰
の
根
付
い
た
地
域
で
あ
る
尾
張

最
西
部
（
現
・
愛
西
市
）
の
、
か
つ
て
集
落
の

火
葬
場
で
あ
っ
た
施
設
を
訪
ね
、
そ
れ
を
使
用

し
て
の
葬
儀
に
立
ち
会
っ
た
こ
と
の
あ
る
御
住

職
か
ら
話
を
伺
っ
た
。
ま
ず
は
次
に
、
そ
の
時

の
内
容
を
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

＊
＊
＊

こ
の
よ
う
な
集
落
に
存
在
す
る
小
規
模
な
火

葬
場
は
「
サ
ン
マ
イ
」
と
呼
ば
れ
、
集
落
の
外

れ
に
位
置
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
愛
西
市

葛
木
町（
旧
海
部
郡
立
田
村
大
字
葛
木
）長
池
・

問
源
寺
（
真
宗
大
谷
派
）
住
職
の
菱
田
昭
充
氏

に
よ
れ
ば
、
葛
木
町
長
池
地
区
で
は
南
隣
の
高

田
地
区
と
共
同
で
火
葬
場
を
持
ち
、や
は
り「
サ

ン
マ
イ
」
と
呼
ん
で
き
た
と
い
う
（
写
真
Ａ
参

照
）。
三
五
年
か
ら
四
〇
年
ぐ
ら
い
前
ま
で
使
用

し
、
自
宅
や
寺
院
本
堂
で
葬
儀
を
つ
と
め
た
後
、

棺
を
リ
ヤ
カ
ー
に
載
せ
葬
列
を
組
ん
で
（
い
わ

ゆ
る
「
野
辺
送
り
」）、
高
田
地
区
の
南
端
に
あ

る
サ
ン
マ
イ
ま
で
搬
送
し
、
灰
葬
勤
行
を
つ
と

め
火
屋
に
収
め
て
荼
毘
に
付
し
た
の
で
あ
る（
葬

儀
後
す
ぐ
に
灰
葬
勤
行
を
つ
と
め
導
師
が
葬
列

に
入
ら
な
い
場
合
も
あ
っ
た
）。
火
葬
に
従
事
す

る
の
は
隣
組
で
あ
り
、
葬
儀
前
日
の
薪
の
用
意

か
ら
始
ま
っ
て
、
火
屋
に
収
め
て
点
火
し
た
後

は
そ
の
前
で
一
晩
泊
ま
り
込
み
、
翌
日
の
昼
頃

ま
で
薪
を
く
べ
て
焼
く
と
い
っ
た
よ
う
に
、
三

日
間
の
取
り
持
ち
で
あ
っ
た
と
い
う
。
な
お
、四

尾
張
の
真
宗
史

「
真
宗
門
徒
の
葬
儀
に
関
す
る
調
査
レ
ポ
ー
ト
―
葬
列
と
サ
ン
マ
イ
―
」

小
島　

智

研究報告

（写真Ａ）
中央の蓮華座に棺を置きお勤めした。
その後、奥の火屋で荼毘に付した。
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〇
年
近
く
前
に
津
島
市
の
葬
儀
社
が
関
わ
る
よ

う
に
な
る
ま
で
は
、
枕
飾
り
か
ら
納
棺
、
葬
儀

壇
の
設
え
、
司
会
に
至
る
ま
で
す
べ
て
隣
組
が

仕
切
っ
て
い
た
と
い
う
。
葬
列
は
先
頭
に
高
張

り
提
灯
（
基
本
左
右
二
人
）、
導
師
（
導
師
が
参

列
し
な
い
場
合
は
地
域
の
代
表
者
）、
棺
を
乗
せ

た
リ
ヤ
カ
ー
（
隣
組
二
、
三
人
）、
喪
主
・
親
族

の
順
で
、そ
れ
こ
そ
四
〇
年
近
く
前
ま
で
は
、喪

主
の
出
で
立
ち
も
白
裃
で
、
竹
杖
を
持
ち
ワ
ラ

ジ
を
履
い
て
い
た
と
い
う
⑤
。
ま
た
、
自
宅
或

い
は
本
堂
か
ら
サ
ン
マ
イ
ま
で
の
辻
の
角
々
に

は
白
い
提
灯
を
掲
げ
、
こ
れ
ら
は
雨
天
で
も
関

係
な
く
執
り
行
わ
れ
た
。

さ
ら
に
そ
れ
以
前
は
、
葬
場
勤
行
も
サ
ン
マ

イ
で
つ
と
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、
川

島
真
量
氏
が
「
葬
場
（
勤
行
）
は
野
辺
の
荼
毘

所
に
於
い
て
す
る
の
が
本
儀
で
あ
る
が
、
出
棺

後
席
を
改
め
て
本
堂
ま
た
は
広
間
で
も
差
し
支

え
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
本
来
、
出

棺
し
て
「
野
辺
の
荼
毘
所
」
で
あ
る
サ
ン
マ
イ

ま
で
葬
列
を
組
み
、
そ
の
後
葬
場
勤
行
、
荼
毘

に
付
し
て
灰
葬
勤
行
を
つ
と
め
て
い
た
の
が
、会

葬
者
な
ど
の
都
合
で
先
に
別
の
場
所
に
て
葬
場

勤
行
を
つ
と
め
、
そ
れ
か
ら
サ
ン
マ
イ
で
灰
葬

勤
行
、
と
い
う
形
式
に
移
り
変
わ
っ
て
い
っ
た

も
の
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
⑥
。

＊
＊
＊

山
田
慎
也
氏
に
よ
れ
ば
、
そ
も
そ
も
真
宗
に

限
ら
ず
一
般
に
日
本
の
葬
儀
で
は
、
自
宅
か
ら

葬
儀
式
を
行
う
場
所
ま
で
の
葬
列
が
最
も
重
視

さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
そ
れ
が
大
正
期
に
な
り
、

東
京
な
ど
の
都
市
で
は
交
通
の
発
達
や
生
活
環

境
の
変
化
に
よ
っ
て
路
上
で
の
葬
列
が
困
難
と

な
り
、
そ
れ
に
変
わ
る
も
の
と
し
て
、
参
列
者

が
一
堂
に
会
す
る
告
別
式
と
い
う
形
態
が
誕
生

し
、
昭
和
初
期
に
は
葬
儀
式
と
告
別
式
を
自
宅

で
行
い
、
そ
の
後
火
葬
場
へ
と
移
動
す
る
葬
儀

形
式
が
都
市
部
で
広
ま
っ
て
い
っ
た
と
い
う
の

で
あ
る
⑦
。
つ
ま
り
、
葬
儀
の
中
心
的
儀
礼
が

葬
列
か
ら
告
別
式
に
移
行
し
た
の
で
あ
り
、
さ

ら
に
、
そ
こ
で
は
葬
儀
壇
が
よ
り
重
要
視
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
そ
の
葬
儀
壇
で
は
当
初
、
棺
は

一
番
奥
に
、
第
二
次
大
戦
前
の
段
階
で
は
、
大

正
期
ま
で
葬
列
で
使
用
さ
れ
た
輿
に
収
め
ら
れ

て
安
置
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
こ
と
に
は
注
意

し
て
お
き
た
い
。
要
す
る
に
、
葬
儀
壇
の
原
型

は
葬
列
で
用
い
ら
れ
た
輿
な
の
で
あ
り
⑧
、
葬

列
が
行
わ
れ
な
く
な
っ
て
使
用
さ
れ
始
め
る
宮

型
霊
柩
自
動
車
も
、
輿
か
ら
そ
の
デ
ザ
イ
ン
を

受
け
継
い
で
い
る
こ
と
は
、
実
際
に
使
用
さ
れ

て
い
た
と
い
う
輿
の
姿
（
写
真
Ｂ
）
か
ら
容
易

に
想
像
で
き
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

従
っ
て
、
出
棺
勤
行
後
に
行
う
肩
入
れ
式
も
、

本
来
は
自
宅
出
棺
後
に
棺
を
収
め
た
輿
を
担
い

で
葬
列
を
組
ん
だ
も
の
を
簡
略
化
し
、
葬
場
へ

移
す
形
態
を
と
る
も
の
と
理
解
す
る
こ
と
が
で

き
、
そ
の
為
に
輿
に
模
し
た
台
を
用
意
す
る
必

要
が
あ
る
と
分
か
る
の
で
あ
る
。

＊
＊
＊

以
上
、
真
宗
の
葬
儀
に
お
け
る
サ
ン
マ
イ
へ
の

葬
列
に
つ
い
て
、
概
略
を
尋
ね
て
み
た
。
ま
だ

ま
だ
充
分
に
検
討
で
き
て
い
る
訳
で
は
な
い
が
、

真
宗
の
葬
列
は
、
死
を
「
穢
れ
」
と
み
な
し
亡

き
人
と
の
関
係
を
断
ち
切
る
た
め
の
絶
縁
儀
礼

で
は
な
く
、
亡
き
人
を
浄
土
へ
往
生
す
る
諸
仏

と
し
て
送
り
出
す
た
め
の
儀
礼
と
捉
え
る
こ
と

が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
れ
が
昭
和
初
期

ま
で
は
都
市
部
に
お
い
て
も
普
通
に
行
わ
れ
て

い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
都
市
部
で
は
交
通

事
情
や
生
活
環
境
等
に
よ
り
困
難
と
な
っ
た
が
、

郊
外
の
地
域
社
会
で
は
継
続
さ
れ
て
き
た
。

と
こ
ろ
が
、
平
成
期
以
降
、
地
域
社
会
で
培

わ
れ
た
葬
儀
風
習
が
一
掃
さ
れ
る
よ
う
な
変
化

が
起
き
る
。
都
市
か
ら
発
生
し
た
葬
儀
会
館
の

急
速
な
普
及
で
あ
る
。
そ
し
て
、
公
営
の
大
規

模
火
葬
場
が
主
流
に
な
る
中
、
サ
ン
マ
イ
へ
の

葬
列
は
完
全
に
忘
れ
去
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

し
か
し
、
か
つ
て
は
こ
れ
が
主
流
で
あ
り
、
真

宗
の
葬
儀
形
態
も
、
葬
列
と
サ
ン
マ
イ
が
前
提

と
な
っ
て
組
み
立
て
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
儀

礼
と
し
て
の
大
切
な
意
義
が
そ
こ
に
は
伏
在
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

�

①�

『
日
本
葬
制
史
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
二
年
）
第
五
章

「
近
現
代
の
葬
送
と
墓
制
」（
山
田
慎
也
執
筆
）
第
六
節
参
照
。

②
註
①
と
同
じ
。

③�

『
新
修
名
古
屋
市
史 

第
十
巻 

年
表
・
索
引
』（
二
〇
〇
一

年
）
年
表
参
照
。

④�

岩
田
重
則
『
火
葬
と
土
葬
―
日
本
人
の
死
生
観
―
』（
青

土
社
、
二
〇
二
五
年
）「
は
じ
め
に
」
参
照
。

⑤�

葬
具
全
般
は
旧
立
田
村
の
役
場
に
あ
り
、
そ
こ
か
ら
借
り

て
執
行
し
て
い
た
と
い
う
。
ち
な
み
に
、
葬
儀
の
荘
厳
具

と
し
て
は
よ
く
「
祭
壇
」
と
の
言
葉
が
用
い
ら
れ
る
が
、
真

宗
の
葬
具
の
名
称
と
し
て
は
違
和
感
を
覚
え
る
こ
と
か
ら

「
葬
儀
壇
」
と
表
現
し
て
い
く
［
蒲
池
勢
至
『
真
宗
と
現

代
葬
儀
―
「
葬
儀
」
と
「
死
」
の
ゆ
く
え
―
』（
法
藏
館
、

二
〇
二
二
年
）
付
記
参
照
］。
ま
た
、
葛
木
町
の
辺
り
で

は
リ
ヤ
カ
ー
の
上
に
枕
木
を
二
本
渡
し
、
そ
の
上
に
棺
を

安
置
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
他
地
域
で
は
輿
に

収
め
て
搬
送
す
る
場
合
も
あ
っ
た
。『
一
柳
葬
具
総
本
店

創
業
百
年
史
』（
一
九
七
七
年
発
行
）
に
は
、
明
治
後
期

か
ら
昭
和
初
期
に
使
用
さ
れ
た
輿
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て

い
る
が
（
写
真
Ｂ
は
そ
の
一
例
）、
後
述
す
る
よ
う
に
こ

の
輿
と
葬
儀
壇
の
関
係
に
も
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

⑥�

川
島
真
量
編
『
大
谷
派
寺
院 

年
中
諸
法
要
行
事
』（
法
藏

館
、
一
九
六
四
年
）
第
七
章
「
葬
儀
に
関
す
る
諸
式
」
第

五
節
参
照
。
引
用
文
の
丸
括
弧
内
は
筆
者
補
足
。
な
お「
野

辺
の
荼
毘
所
」
で
の
荘
厳
に
つ
い
て
、
真
宗
の
葬
儀
で
は

サ
ン
マ
イ
中
央
に
あ
る
棺
台
に
棺
を
安
置
し
、
そ
の
前
に

「
野
卓
」
を
設
え
る
の
が
基
本
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で

も
な
い
。
と
は
い
え
、
自
宅
等
で
葬
儀
が
行
わ
れ
る
場
合
、

実
際
に
は
真
宗
門
徒
で
も
葬
儀
壇
が
広
く
用
い
ら
れ
た
こ

と
を
本
稿
で
は
踏
ま
え
て
い
る
。

⑦
註
①
書
、
第
五
章
第
二
、
三
、
五
節
参
照
。

⑧
註
①
書
、
第
五
章
第
二
、
五
節
参
照
。

（写真Ｂ）
『一柳葬具総本店創業百年史』550頁より転載。
明治後期から昭和初期まで真宗の葬列で使用された寝棺輿。
6人で担いだものという。



①聖典研修
◆『観無量寿経』の教え　「観経和讃」を通して
　講　師：鶴見　晃 氏（同朋大学教授）
　第２回　12月９日　約70名聴講
　第３回　２月24日　約70名聴講
　第４回　４月７日　約60名聴講
　＊全５回/教務所１階 議事堂

②研究生
◆『聖典』に学ぶ
　講　師　市野　智行 氏（同朋大学准教授）
　１月19日・４月27日
　講　師　小川　正幸 氏（第22組　礫朋寺住職）
　12月26日・３月30日・５月27日
◆センター研究業務に学ぶ
　３月19日　講師　大東　仁 氏（業務嘱託［研究］）
◆報恩講
　12月２日　「報恩講について」　講師　楳山　正樹 氏

　（第９組　教西寺住職）
　12月13日～ 18日　別院報恩講参拝
　１月26日　教化センター報恩講
★４、５面に報告記事を掲載
◆上山研修
•上山事前研修「私にとって真宗本廟とは」
　２月13日　講師　蓮容　健 氏（教化センター主幹）
•研究生奉仕団
　２月16日～ 17日
◆実践研修
•ファシリテーター講座
　４月14日　講師　竹中　慈祥 氏（京都教区　真廣寺住職）
•フィールドワーク
　５月11日　講師　宮田　素樹 氏（教化センター事務長）

■教化センター
〈開館〉 月～金　10:00～21:00
〈貸出〉 書籍２週間　視聴覚１週間

■名古屋別院・名古屋教区・教化センターホームページ
 ［お東ネット］https://www.ohigashi.net
■お東ネット内で、教化センター所蔵図書・視聴覚教材を検索できます。

お東ネット

教化センターSNS

検索

《雑感》 釈尊は数多くの喩えを説かれているが、そのなかに「筏の喩え」がある。
川を渡り終えた後に筏を持ち運ぶ必要がないように、たとえ正しい教えであっても
拘泥すべきではないと説かれている。「正依の経典」とは、静的な固定化されたも
のではなく、み教えとしてダイナミックに私にはたらく、まさにそのときにこそ成就する
のではないだろうか。経典の言葉が問われるとき、同時に経典に対する向き合い
方が問われているように思う。（た）

①大谷派の近現代史
◆平和展学習会　実施
　12月15日・１月22日・１月29日・２月13日・２月25日・５月７日
◆平和展特別学習会「二つの観音像から問わ
れていること―日中戦争と二つの観音像―」
　開講（2026年３月５日／教務所１階 議事堂
／約30名聴講）
　講　師：角田　玉青 氏（二つの観音様を考える会）
◆第37回平和展「真宗大谷派の海外侵出－華中開教－」
　（2026年３月17日～23日／教務所１階 議事堂／約350名来場）
★４、５面に報告記事を掲載

②尾張の真宗史
◆「真宗の葬儀」研究・学習班 学習会　実施
　12月18日・１月23日・３月４日・３月25日・４月23日・５月25日
◆特別講座「なぜ葬儀・法事を勤めるのか？ ～仏事として
の意義～」　開講
　（2026年３月18日／教務所１階 議事堂／約90名聴講）
　講　師：海　法龍 氏（東京教区 長願寺住職）
◆御消息を読む会
　12月９日・１月16日・４月７日
★歴代門首の御消息を解読する定期学習会です。参加希望
の方はご連絡ください

③現代社会と真宗教化
◆グリーフケア研究・学習班 学習会　実施
　12月22日・１月28日・３月９日・４月15日・５月22日
◆特別講座「グリーフに向き合うために ～自他の喪失への
関わり方について～」　開講
　（2026年２月18日／教務所１階 議事堂／約80名聴講）
講　師：五藤　広海 氏（一般社団法人リヴオン常務理事・
浄土真宗本願寺派 光蓮寺 住職）
◆学習テキスト『御同朋を生きる』を通して、当センター
関係者による「是旃陀羅」問題の学習　実施
　12月16日・１月22日・２月26日・３月17日・４月10日・５月22日

④真宗の仏事
◆真宗の仏事 研究・学習班　実施
　12月５日・１月29日・３月５日・４月17日・５月13日

研究業務報告（2025年12月～ 2026年５月） 研修業務報告（2025年12月～ 2026年５月）

SNS

◎教学研鑽機関交流会参加、大阪教区教化センター視察
２月９日、10日「第13回 全国教学
研鑽機関交流会」（真宗大谷派教学
研究所主催）に参加した。「現代に
おける宗教の課題―地下鉄サリン
事件30年を契機として」というテ
ーマで、宗教情報リサーチセンタ
ー長の井上順孝氏が講演。その内容を踏まえ、平野喜之氏（金沢教区教学
研究室長）と井上氏の対談や、参加者相互の意見交換を通して学びを深めた。
また、10日には大阪教区教化センターの視察を行った。

◎慶讃事業準備委員会　教化部会会議
12月25日・１月23日・２月20日・３月17日・４月27日・５月20日

INFORMATION
◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇

◆2026年度「聖典研修」
テーマ「『観無量寿経』に学ぶ　善導大師、親鸞聖人を通して」
　講師：鶴見晃氏（同朋大学教授）
　時間：午後６時～８時
　会場：教務所１階 議事堂
　期日：（全５回）
　第１回　2026年10月20日（火）
　第２回　　　　12月８日（火）
　第３回　2027年２月16日（火）
　第４回　　　　４月13日（火）
　第５回　　　　６月15日（火）

◆2026 あいち・平和のための戦争展　出展
日　時　８月13日（木）～ 16日（日）午前10時～午後５時
会　場　市民ギャラリー矢田（名古屋市東区大幸南１-１-10）
入場料　500円（高校生以下、障がい者および介助者 無料）
問合せ　2026 あいち・平和のための戦争展 実行委員会
　　　　℡052-931-0070

センタージャーナル No.121⑧


